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71/― スパーンにおける乳用牛飼養技術

体系に関する研究

― 特 に産 乳性 につい て一

河 原  卓 。小 林 政 喜 。飯 武

(福 島県畜試)

1ま え が き

ルースハウジングシステムに対応する飼養技術体系を

確立するために,昭和40年から41年まで乳用牛の生態 ,

飼料の利用状況,飼育労働時間について調査してきたの

で.今回は従来問題となっているルースパーンにおける

産乳性の低下について,反転試験法により検討した。

2試 験 方 法

1.試験期間

昭和42年 11月 30日 ～43年 2月 27日 (90日 間)

2 供試牛および試験区の構成

泌乳に異常のないネルスタイン種 6頭を用いて試験区

を構成した。

3.飼養方法

試験区は,供試牛3頭を,試験に供さない7頭のボル

スタイン種と共に,20頭規模のルースパーンに飼養 し

た。対照区は,供試牛 3頭を20頭規模のスタンチョン牛

床に槃養した。

4.飼料

給与目標量の設定にあたっては,日本飼養標澤のTD
N必要量に対して,試験区は 100%,対照区は 110%と

した。ルースパーンにおける採食時の競合が飼料摂取量

の少ない牛を生じさせることを想定し,試験区と対照区

の摂取目標に差をつけた。

5 飼料給与法

試験区は,乾草を乾草給与柵,その他のyIM料は飼槽

で自由採食させた。対照区は飼槽に個体別の仕切り樹を

設置して,食い散らしと隣接の牛の盗食を防止した。

6.搾乳

試験区は,2頭複列タンデム式 ミルキング′ヽ―ラにお

いて 2頭同時搾茅Lミ ルカー,対照区は 2頭用コンパイン

ミルカーで搾茅Lし た。搾茅L回数は,両区とも,AM8:
00お よびPM4:00の 2回 とした。

3調 査 項 目

1 養分摂取

養分摂取は,TDNに ついてのみ算出した。なお,試

験区は粗飼料を自由採食としたので全牛が均等量を摂取

したものとして算出した。

2 体重

I～Ⅲ期の予備飼育期間および本試験期間の第1日 日,

全試験終了翌日のPMl:00～ 2:00の 間に測定した。

3 気温

ルースパーン休息所内とスタンチョン牛舎内の気温

を,AM6:30と PM4:00に測定した。

勝
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第 3表  供  試 料飼
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* 含有養分率は農林省畜試特報ヽし 3を用いた。
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(崎 )移推重体表第
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第 2図 AM 6:30 ルースバン休息所内気温

4 泌撃L成績

泌乳量は搾乳毎に薔量した。脂肪率はパブコック法に

て, 1～ Ⅲ期の本試験期間第7日 目にサンプリングした

ものを測定した。

5_栄養判定および疾病
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4 試験結果と考察

1 養分摂取量

日本飼養標準の必要量に対するTDN摂取率は,B群
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(1日 平均撃L量 切)
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第 7表 反転法による泌乳成績

第 8表 予L脂 率 の 推 移

(乳量 確,乳 1旨率 %)

1期 (試験区)における各牛が 100%を 下回 ったのみ

で,その他は 100%以上を摂取した。

試験区に対する対照区の平 ltJ摂 阪率は, I期 1103

%, I期 1113%,■ 期 1128%と なり,いずれも対照

区が多かった。この摂取量の差は,対照区のTDN給与

が試験区に対して I期 1108, I期 およびⅢ期 110%と

多かったことによるものと考えられる。

2 体重の推移

試験区は,延 9頭のうち5頭が 1～ 15た,減少し,4頭

は 7～201t,増加した。対照区は,延 9頭のうち 1頭が17

た,減少し, 1頭は増減なく, 7頭が 4～281fa増加した。

群別の 1頭平均増体量は,A群ではⅡ期試験区<Ⅲ 期

対照区<I期対照区,3群では 1期試験区<I期試験区

<Ⅱ 期対照区の順となり,両群とも対照区が高かった。

さらに,各期別の 1頭平均靖体量は,対照区が試験区

よりも, I期において187崎多く, I期において107袴

少なく, Ⅲ期においては,はば,同 じであった。

このように,対照区の増体が試験区よりも多い傾向を

示したのは,第 5表にしめしたように,対照区の養分摂

取量が試験区に比較し多かったためと考えられる。

3 気温

昭和43年 1月 29～ 2月 27日 (30日 間)の スタンチョン牛

舎内の気温は,平均して 0℃ 以上に保たれ, 0℃ 以下に

さがっても-045℃ ～-245℃ の間にととまった。

ルースパーンの休息所内気温は,PM4:00頃から0

℃以下にさが り,AM6:30の測定では,ほ とんと毎日

が-245℃ ～-845℃ の気温下にあり,ス タンチョン牛

舎内に比較し,平均気温で 76℃ も低かった。

4=泌乎L成績

泌乳量は,反転試験法の解析手順によ り検討 した結

果,両群とも,試験区が対照区よりも,わずかに多かっ

たが有意差はなかった。脂肪率は,A群では I期試験区

<I期対照区くⅢ期対照区の順で対照区が高く,B群で

は I期試験区=I期対照区<Ⅲ 期対照区の順で,A群 と

は逆に試験区が高い傾向を示し,両区の差は明らかでな

かった。

試験区は対照区にくらべて,TDN摂 取量が10%程度

少なく,増体量も低い傾向にあったが,泌撃L量は,ほぼ

同じており,ル ースパーン飼養が泌乳量を低くするとい

うことは,本試験の結果からは認められなかった。

泌手L量 と気温の関係についてみると,試験区は0℃ 以

下にさらされていることが多く,対照区よりも悪い条件

にあったが,泌乳量はほぼ同じであった。高橋1)らは,

最低気温が-10℃ 以下の寒冷時にはルースパーン飼養の

飼料の生産効率がスタンチョンパーン飼養よりも低下す

ると発表しているが,本試験のように-5℃前後の気温

下では飼料の生産効率はスタンチョンパーン飼養と同程

度であると考えられる。

5 栄養判定および疾病

栄養判定の結果,特に異常牛は認められなかった。疾

病の発生は, 2号牛がⅢ期予備飼育期間 (対照区)に感

冒様症状を呈し,一時的に食欲不振と乳量の低下を来し

たのみであった。

5摘    要

ルースパーンの産手L性を検討するため,ホルスタイン

種 6頭を用い,反転法で,ス タンチョンパーンとの比較

を行なったが,その概要は次のとおりである。

1 休息所内の気lrlは,PM4:00に氷点下に下りは
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じめ,AM6:30には平均-5びCであった。昼夜を通

算して, 0℃ 以上に保たれたスタンチョンパーン飼養と

比較し,氷点以下の気温にさらされる時間が長かった。

2 泌茅し量はスタンチョンパーン飼養に比較し,やや

多かったが,有意差はなかった。

3 増体量はスタンチョンパーン飼養よりも低い傾向

であった。
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青森県の主な酪農地域における経営類型別に

みた粗飼料構成とその生産利用状況について

木 下 勝 。木 部 文 夫・ 岡 田 光 男オ

(青 森 県畜試)

1ま え が き

青森県の主要な酪農地域において粗飼料構成の異なる

地域別に予L牛の飼料給与基準を設定することを目的とし

て, 4地域について設定の指針となる資料を得るため基

礎調査を実施したので,その調査結果から組飼料の地域

別生産利用状況について報告する。

2_調 査 方 法

1 調査期間

昭和40年 4月 ～昭和43年 3月

2 調査地域および調査対象地

北部上北地域 … _ロヒ郡六ケ所村

十和田地域……十和国市切田地区

三戸西部地域……
=戸

郡新郷村および倉石村

=戸東部地域……三戸郡階上村および南郷村

3 調査要領

調査地域毎に 6～ 8戸の農家を任意に選定し年 6回の

周年調査とした。牧草の収量,乳牛の体重,粗飼料の成

分は実測したが,他の項目は全て聞き取 り調査に よっ

た。

3 調査結果および考察

1 地域の概要

北部上北地域 (以下地域を省く)は昭和31年から国営

の機械開墾事業によって酪農主体の経営基盤が整備され

た専門畑酪晨地域であり,昭和40年には本県の%の手L牛

頭数を占めていたが乳牛の能力は低 く貯蔵粗飼料の生産

も円滑でない。

十和日は昭和24年から手L牛の導入が行なわれた複合水

田畑酪農地域であり,乳牛の能力は高いが飼料畑は小さ

く分散 し,現状では規模拡大はきわめて困難と思われ

る。

三戸西部は本県酪農の発祥地とされる複合水田畑酪農

地域である。本地域は一般に牛合に近い草地が少なく,

共同草地や放牧場が広く利用されているがまだ集約的で

はない。

=戸
東部はなだらかな台地が連なる水日の少ない複合

水田畑酪農地域で,草地も大体牛合に隣接集合してお

り,夏期の生草利用上有利であるが,冬期の貯蔵粗飼料

は不充分であった。

2 粗飼料の生産

第 1表 地 域 別 概 況

(一戸当りおよび 1頭当り平均値)
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注 飼養頭数は成牛換算頭数である。
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